提案要求説明書
２_別紙
[bookmark: _Toc220078494]【別紙】提案書に求める事項

　【提案に当たっての留意事項】
　◎提案書は、以下の項目順で構成してください。
　・項目（【提案書に記載を求める内容】のうち、下線を引いた部分）を転記したうえで、その下に提案内容を記載してください。
　・（２）～（10）については項目ごとの指示に基づき、開設準備業務に対する提案と、運営業務に対する提案を分けて記載してください。※項目間で重複する内容については再掲も可。
	※開設準備業務とは、プロポーザル選定後、最初に締結する契約の日からセンター開設まで（令和８年４月１５日～令和１０年２月２９日を予定）の開設準備にあたる期間に行う業務（施設整備工事等を含む）を言う。
※運営業務とは、センター開設後（令和１０年３月１日以降を予定）に行う業務を言う。


 
 【提案書に記載を求める内容】
（１）若者支援の知見に基づく事業展開
　　①区の若者支援施策や青少年交流センター事業の趣旨、区における若者の課題等の理解度及び
国内外の若者支援施策の動向に対する考え方
◇世田谷区における若者の現状や課題に対する認識について、国内外の若者支援施策の動向や区の取組み等を踏まえながら記載するとともに、その改善や発展に向けたセンター運営について、貴社の取組方針や意気込みを記載してください。
　　②区の掲げる事業コンセプトや、成果指標（ＫＰＩ）、世田谷地域の三軒茶屋駅至近に設置することを踏まえた事業展開
◇以下の参考資料を参照し、最適と考える機能配置やその機能を活用した事業をどのように展開していくか等について、【提案様式Ａ】事業展開イメージ図に記載してください。
（注）実際の機能配置は契約締結後に若者主体の検討において決定します。ここでは、参考資料１及び２に記載の区の考えや、参考資料３の若者による議論を参考に、貴社判断と創意工夫により機能配置を決定できるという仮の前提のもとで記載してください。
・参考資料１「令和７年１１月１２日子ども・若者施策推進特別委員会報告資料」
・参考資料２「令和８年２月５日子ども・若者施策推進特別委員会報告資料」
・参考資料３「『ユースカウンシル事業』・『若者部会』での検討結果」
（２）若者への伴走支援
　　①開設準備における若者による検討会の運営方針
　　　◇開設準備業務における若者の主体性を尊重した検討会の運営にあたっての基本的な考え方、進め方、区の掲げる事業コンセプトなどを踏まえた意見形成をどのように行っていくかについて記載してください。
　　②運営における若者の主体的な活動や成長の支援方法
　　　◇運営業務における、若者と同じ目線で対話や協働ができる関係性や仕組みの構築と、若者の希望や思いをプログラムやアクティビティへどう反映していくかについて記載してください。
（３）居心地の良い居場所づくり
　　①多様な若者が自分らしく居心地よく過ごせる「若者のオアシス」を実現するための機能配置・空間デザインの工夫
[bookmark: _Hlk217545846]　　　◇開設準備業務及び運営業務における、中高生世代から３９歳までの幅広い年代の多様な若者、様々な目的を持った若者が、センター内で自分らしく居心地よく過ごせるための、階層を活かしたゾーニングや機能配置、空間デザイン、運営手法をどのように工夫していくかについて記載してください。
　　②多世代の地域の人たちにとっても居心地の良い居場所スペースの設置と多世代・地域交流の創出
　　　◇運営業務における、「多世代・地域交流ラウンジ」の設置と、同ラウンジを活用した若者と多世代・地域の人とのつながりを創出する取組みをどのように行っていくかについて記載してください。
※本センターの利用者は原則として若者ですが、乳幼児の親子や小学生、地域住民も利用できる「多世代・地域交流ラウンジ」を２階に設置します。
※施設外における多世代交流の提案に関しては（４）①に記載してください。
③効果的かつ効率的な防犯対策・リスク管理、入退館管理、発災時の対応
　　　◇開設準備業務及び運営業務における、フロアが５階層に分かれている施設特性も踏まえた、効果的かつ効率的な防犯対策やリスク管理、入退館管理、災害対策や発災時の対応をどのように行っていくかについて記載してください。

（４）若者が求める人・コト・情報との出会いのコーディネート
①若者の「コンシェルジュ」となるための取組み
◇運営業務における、あらゆる若者のニーズや課題に対して、人・コト・情報との出会いをコーディネートする手法と多世代交流が日常的かつ継続的に生まれる工夫をどのように行っていくかについて記載してください。
②若者が地域をホームタウンとして実感できるような取組み、まちづくりのネットワーク構築
　◇開設準備業務及び運営業務における、社会資源や地域資源との連携・協力関係をどのように構築していくかについて記載してください。また、既存の３青少年交流センター等との連携についても記載してください。
　
（５）若者の悩みや課題に向き合うソーシャルワーク力
　　①若者が抱える不安や悩み、課題をキャッチし、適切な対応をするための取組み
　　　◇運営業務における、若者の意向に寄り添った適切な相談対応、福祉的対応や、必要な支援機関と連携した支援などをどのように行っていくかについて記載してください。
②近隣の支援機関と連携した若者支援の取組み、福祉的なネットワーク構築
　　　◇開設準備業務及び運営業務における、近隣の就労支援機関をはじめとした関係施設との連携や、福祉的観点でのネットワーク構築をどのように行っていくかについて記載してください。
（６）若者の思いや希望を反映した施設整備の実現
　　①「若者による検討会」で出た意見の設計図への反映
　　　◇開設準備業務における、関係法令に基づき設計図作成を行う体制と、若者による検討会で出た意見を効果的に設計図や外観・サインへ反映するための手法について、技術的な視点で記載してください。

　　②施設整備工事等の施工管理能力
　　　◇開設準備業務における、関係法令に基づき施設整備工事等を施工する体制と、若者の意見を反映した設計図面や外観・サインを実現するための施工管理能力について、施工実績等を示した上で記載してください。
　
（７）運営体制　
◇開設準備業務における、組織や人員体制について記載してください。
◇運営業務における、組織や人員体制について記載するとともに、他のスタッフをスーパーバイズする立場となるセンター長等が有する資格や職歴等（人選未定の場合は想定する基準等）についても記載してください。
また、持続可能な運営を実現させるための人材育成やスタッフへの支援体制、働きやすい職場環境づくり等をどのように工夫していくかについても記載してください。

（８）効果的な広報　
　　　◇開設準備業務及び運営業務における、若者のカルチャーやトレンドを捉え、普段行政の情報を受け取る機会が少ない若者にも届くような広報の手法について記載してください。
◇開設準備業務及び運営業務における、若者を含めた地域住民に対してセンターの存在や活動等を伝え、多様な主体に受け入れられるセンターとするために外観や広報物をどのように工夫していくかについて記載してください。

（９）個人情報保護や事故・苦情対応、緊急対応等に係るリスクマネジメント方針　
　　　◇運営業務における、利用者の個人情報保護、利用者同士のトラブルを含む事故・苦情対応、緊急対応等に係る方針、またはそれらを未然に防ぐためにどのような工夫を行っていくかについて記載してください。

（10）類似業務の実績　
　　　◇子ども・若者支援活動や就労支援活動、まちづくり活動、事業実施を伴う施設管理運営業務（施設規模は問わない）等の同種業務について、【提案様式Ｂ】同種業務実績一覧表に記載してください。

（11）その他アピール事項
　　　◇上記のほか、独自の強みを活かしてできることなどアピール事項があれば記載してください。
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